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襄
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｀
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｀
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＼
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磁
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｀
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岨
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｀
ー
。
り
賃
中
屹
と
し
て
と
食
品
灯
と
で
臨
魯
に
恙

ちし
n
i

め

ブ
l

い
る
I

l

t
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＂
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｀
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＄
j
i
l`

八
ば
唇
庄
的
に
妾
化
な
し
。
し
行
し

ヒ
d¥
ザ
[
↓
1
芦
約
に
gL
ぇ
ワ
と
め
て
い
3
伝
＞
、
と
い
う
の

ぅ
I
J
5

か
も
因
日
叉
国
地
ゲ
ー
ト
新
の
栢
謀
行

～
 

9
 

、
飩
に
合
で
ぅ
卜
の
心
内
人
。

8
主
堂
を
中
心
に
、
米

‘‘
 
、
丈
使
毬
へ
図
骨
5
行
動
七
と
リ
(
J
4

E
。
1
4
8

5
 
8

に
ほ
、
社
液
哨
；
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追
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叙
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叱
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叙
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叫
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＜
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＂
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＇
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追
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＂
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＼
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；
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／
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｀
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｀
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仔
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｀
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；
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梵
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収
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反
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｀
指
盈
（

坪
賑
営
生
直
翌
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；
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／
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。
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／
大
阪
負
会
L

（
｀
嘉
度
行
令
）
に
合
天
し
た
。
（
ス
ウ
ラ
ッ
ご
瞑
緊
愈
・
奢
よ
音
森
）

今

(2) 



、X• t゚＞？ド
(‘K̀) 

さとしl'為t1~
7、しマトン（衿）

米
紐
市
の
ス
ク
ー
ジ
ョ
ン
級
原

咤
ピ
ン
タ
ド
（
三
、
六
応
冗
）
＇
ぐ
ン
，

竺
{
R
.
P
・
ジ
ド
ウ
ン
ッ
ク
中

名
ら
百
手
人
氏
り
糾
み
）
が
・
十

蔚
＼
片
ご
ろ
、
米
和

W
憤
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｀
ら
百
三
十
人
乗
り
組
み
）
は
八
日

』p
午
墜
一
時
四
十
分
、
在
日
米
海
軍

｀
横
須
賀
埜
地
に
入
港
し
た
。
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潜
＾
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回
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＋
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．
＿
ー
ム
ズ
中
佐
ら
自
―
t
人
彙
り
組
一
ろ
、
米
誨
軍
携
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ヽ
Jr
 

環

｀
 

5

/

{

-

ョ
ン
努
人
氾
が
全
体
の
三
分
の

醗

一

も

占

め

て

い

る

こ

と

o

-
g
、
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冒
~

●
原
潜
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．
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8
Q
霞
軍
ジ
ェ
ー
ン
洲
知
事
に
対
し
、
「
米
原
壽
ヒ
ュ
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濃
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．
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＾
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＾
得
、
史
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回
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鐸
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＇
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．． 

知
事
に
申
し
入
れ

更
彙
り
岨
み
）
も
一
カ
月
ぷ
n-

に
隅
柊

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
は
、
核
巡
綱
｀
fl

「
ト
マ
ホ
ー
ク
竺
配
傭
を
訂
す

港
は
、
今
回
て
ち
ょ
う
ど
了
笠
喜
＜
印
男
づ
け
て
い
る
。
一
し
、
地
．
J
C
の
ふ
約
団
体
は
原
恕
一
と
反
発
し
て
い
る
。

蒻
た
。
過
去
応
高
だ
っ
た
一
一
こ
う
ご
言
；
な
る
人
西
に
対
の
子
実
上
の
横
知
況
．
盟
兄
だ
J

昨

年

と

昨

年

の

ニ

卜

四

安

を

六

安

i

:

... ‘
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摩

回

り

、

惰

裔

記

鉗

を

吏

サ

イ

ル

・

ト

マ

ホ

ー

ク

陀

禰

が

紘

新

し

て

閤

米

原

潜

「

プ

レ

マ

ト

ン

」

[

1

冗
仔
鱈
只

ニ
を
占
忍
な
ど
、
米
咳
戟
路
の

注
日
さ
れ
る
の
は
、
昨
年
六
月

]
戸
昇
』
＂
＂

5
応
横
須
賀
へ
初
入
港
誌
且
日
・

る
ロ
サ
／
ゼ
レ
ス
級
と
ス
タ
·
/
]
-
虹
l
t
i
`
が
[
]
]
直
〗
麟
疇
]
]
『
叫
呵

巫

』

．

”

ヽ

8

ヘ

疇か‘託恙餞

防
衛
庁
海
上

亭
僚
監
部
は
一
―
―

日
、
空
母
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
な
と

米
海
軍
部
隊
と

海
上
自
衛
隊
の

共
同
対
諧
特
別

訓
練
を
、
七
日

か
ら
十
一
日
に

か
げ
て
本
州
南

方
海
域
で
行

う
、
と
発
表
し

苓
米
海
軍
部
隊
は
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

の
ほ
か
、
同
窟
護
菌
の
対
空
ミ
サ
イ

巌
逐
濫
、
補
給
艦
な
ど
計
七
隻
と

対
潜
哨
戒
磯
p
3
Cで
第
七
0
空
母

毎
務
部
隊
司
令
官
w
.
L
・
チ
ャ
タ

ム
少
将
が
指
揮
す
る
。
海
上
自
衛
隊

部
隊
ほ
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
搭
載
護
衛
艦

く
ら
ま
な
と
六
隻
と
p
3
Cで
第
一

g
匹
隊
群
司
令
、
吉
J
f
圭
祐
•
海
将

布
の
指
揮
．

来
海
軍
の
原
子
力
志
水
艦
を
含
む

日
米
の
潜
水
艦
数
隻
が
函
i
]
の
役

を
し
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
筈
載
磯
を
敵

磯
に
見
立
て
た
防
空
戦
訓
練
な
だ
も

す
る
。
対
潜
特
別
訓
練
迄
I
I

ッ
ド
ウ

ェ
ー
が
参
加
す
る
の
は
五
十
七
年
八

月
の
訓
練
以
来
だ
。

11/(j.対）祁9
「ミッドウェー」など参加

‘̀ 

·~、ビ2`}いン（＇沿＼

l
k
 

日米共同の対潜特別訓練

(5) 
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冒情
梱帽！！

B
原
潜
入
港
に
抗
議

‘,L-5
市
民
団
体
、
県
に
申
し
入
れ

ヽ
一
虹
内
の
反
核
市
民
グ
ル
ー
プ
「
か

な
が
わ
非
核
交
流
会
」
（
青
柳
籾
―
―
―

代
表
）
な
と
四
団
体
は
十
二
日
、
核

ト
マ
ホ
ー
ク
招
載
の
濃
い
疑
惑
が
持

た
れ
て
い
る
米
原
瑕
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

（六、

0
0
0式
、
百
三
十
人
莱
り

組
み
）
が
横
須
奴
述
に
一
二
回
目
の
入

恕
を
し
た
こ
と
に
抗
議
し
て
、
良
洲

知
事
に
対
し
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
入
氾

拒
否
の
表
明
な
ど
を
求
め
る
申
し
入

れ
門
を
提
出
し
た
。
ま
た
、
十
月
十

七
曰
の
一
回
目
の
入
洒
に
際
し
、
東

点
・
数
花
困
硝
で
抗
革
の
ハ
ン
ス
ト

を
し
た
「
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
仰
を
許

す
な
I
．
全
国
巖
」
の
梅
詠
宏
辺
代

表
も
問
日
、
知
事
に
媒
独
自
の
判
断

で
人
氾
拒
否
の
怠
塩
表
元
を
求
め
る

ー
し
人
れ
文
を
出
し
た
。

(4) 



虹
客
―
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
一

(

r

p
l
サ
ン
）

•ニュージャージー入克！？
OO菌拉的‘今叩‘ー］：：：崎り）

｀
婆
言
さ
塁
言
言
ぎ
｀
疇
葵
冑
言
葵
浚
員
貴
言
襲
冒
晨
員
霞
贄
言
冒
喜
言
｀
霞
襲
襲
言
書
、

9慧
冒
藝
晨
ヽ

、
3

恥
な
っ
て
歩
き
出
し
た
。
旧
軍
の
行
軍
ケ
峠
に
到
苔
頂
上
の
空
き
地
で
反

ダ

「
12.8」
と
「
平
和
」
問
い
二
言
[
[
一
[
[
事
田
｀
口
]
]
-

／

ペ

ー

ス

で

夜

通

し

待

進

し

た

。

一

て

い

た

。

一

芍

ぱ

火

を

雙

言

一

十

翌
、
「
星
が
言
い
や
」
な
ど
の
み
ん
な
の
言
屯
い
の
で
、
霙
田
さ

思

い

は

家

族

の

上

に

…

」

宇

治

川

の

右

岸

を

西

へ

向

か

い

な

一

分

間

、

彎

＜

呈

涅

岳

っ

た

。

醗
口
が
続
く
。
兵
士
と
同
じ
体
験
を
ん
が
「
ま
だ
＂
万
＝
―
-
＋
よ
、
先
考
i

八
日
ぱ
太
平
洋
戦
争
開
戟
の
日
。
四
十
四
年
前
の
歴
史
を
再
び
繰
り
返
す
な
と
、
全
国
各
池
で
集
会
や
デ
モ

し
、
不
眠
で
平
和
を
考
え
る
機
会
づ
ぎ
ま
し
ょ
―
?
―
と
出
立
を
促
し
た
。
．

く
り
を
、
と
こ
の
行
軍
を
提
案
し
た
立
屋
J
I
i
に
入
っ
た
こ
ろ
、
空
が
白
―

誓
っ
た
。
関
西
で
ほ
皮
核
平
●
を
訴
え
る
市
民
グ
ル
ー
プ
が
、
京
都
ー
大
阪
問
約
四
言
で
旧
睦
軍
の
汝

呵
坦
界
を
再
現
し
た
。
加
害
者
で
あ
り
、
同
時
に
讐
者
で
髯
っ
た
兵
士
た
ち
の
心
情
を
し
の
び
、

2
っ
「
い
ま
こ
そ
出
直
し
を

1・
市

民

遠

i

く
り
と
「

1
2
.
8」
の
持
つ
意
味
を
見
つ
め
直
そ
う
と
の
狙
い
だ
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
学
生
、
主
婦
、
英
国
人
合
」
の
代
表
世
話
人
で
大
阪
府
議
の
み
始
め
た
。
一
時
間
後
、
小
雨
が
降

育
年
ら
が
、
寒
風
と
パ
ラ
つ
合
の
中
を
び
た
す
ら
歩
毒
召
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平
和
に
つ
い
て
考
え
た
。
こ
の
山
本
陣
治
さ
ん
(
E
-
-
)

が
「
私
が
も
し
っ
て
き
た
。
右
足
を
引
き
ず
り
な
芯

「
＋
―
-
月
八
日
を
考
え
る
ナ
イ
J
ー
•
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

1
こ
同
行
し
た
。
（
上
村
恵
＿
記
者
）
兵
士
だ
と
し
た
る
、
さ
っ
き
か
ら
頭
皇
い
て
い
た
泉
大
津
市
二
田
町
三

の
中
ぱ
故
症
の
家
族
の
こ
と
で
い
っ
丁
目
の
エ
竪
該
瞑
孝
雄
さ
ん
(
-
-
f
)
は

午
前
均
時
、
京
郡
市
伏
見
区
南
浜
で
の
三
十
三
人
。
女
注
乞
六
人
い
ぞ
」
。
お
で
こ
に
懐
虫
行
を
つ
け
ば
い
。
こ
の
う
え
行
軍
先
で
人
殺
し
・
「
右
ひ
ざ
か
痛
V
¥J
何
ら
考
え
ら
れ

町
の
史
跨
「
寺
田
墨
」
前
｝
石
集
ま
っ
る
。
ジ
ャ
ン
パ
ー
や
ス
キ
ー
帽
芍
各
J
た
「
ト
マ
ポ
ー
ク
国
止
京
都
逮
絡
に
か
り
立
て
ら
れ
た
る
た
ま
ら
と

た
の
は
十
八
滋
か
ら
六
十
一
歳
ま
防
寒
具
五
喜
砒
女
。
「
出
全
す
る
会
」
の
震
田
宗
孝
さ
ん
(
'
g
-
)
坦
叫
ぶ
と
活
し
た
。
一
ぶ
」
。
他
に
む
足
を
引
き
ず
る
人

ン
）
、
手
ぶ
る
の
一
嘉
バ
ラ
バ
ラ
―
]
『
一
時
、
京
祁
・
大
屑
腐
の
洞
一
芯
い
慕
、
悲
壮
呈
い
っ
た
も
の

）

＿

＿

ば

見

ら

れ

ず

、

脱

落

喜

い

な

い

。

1
i

．

一

九

時

師

、

守

口

署

前

の

牛

ど

ん

店

ー

祠
食
堺
腐
山
合
一
丁
、
卜
坂

干
f
あ
の
つ
ら
さ
忘
れ
ぬ

『
-
]
]
二
三
[
B
o
]

口B
]

]

]

、
]
]
]
]
]

□口[]
I
v
[
]
]
[
]
]
]
]
7

ね
。
『
J
.
Q9
勺
進
の
問
中
、
ン
）
う
す
れ

号
の
時
代
を
平
和
な
出
界
に
で
き

号

言

ば

っ

か

B
考
え
て
い

た
。
翌
互
ば
ま
た
で
す
け
ど
ね
」
と

一
？
お
い
芸

―
‘
｀
ジ
ャ
ー
ジ
ー
芍
二
次

大
戦
で
米
海
“
の
セ
カ
艦
と
l

し
て

一
乱
，
躍
し
た
ア
イ
オ
ゥ
悶
烹
四
芝

の
う
ち
の
一
冴
ベ
ト
ナ
ム
戦
1

｝
で
も
痘
磁
、
翌
計
伝
設
し
に

一
ど
も
あ
ろ
が
、
そ
の
後
予
四
岐

入
り
し
た
3

し
か
し
、
一
強
い
ア

メ
リ
カ
」
を
旗
印
i
じ
た
レ
ー
ガ

1

二
紺
弓
吃
ぷ
の
収
戸
ニ
ニ
ー
ン
：
ー
ジ
ー
l

（
芯
悶
¥
四
五
、
こ
ご
己
が
、
核
・
非
咳
叫
用
の
造
抗
ミ
サ
イ

IV「
ト
マ
ホ
ー
ク
ニ
搭
戯
後
切
め
ン
大
統
円
の
咀
向
で
、
改
装
近
代

ヽ
（
ら
、
「
さ
而
皐
ち
口
遥
し
と
な
っ
た
切
南
庁
震
考
'
¥
J
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
日
木
寄
氾
ば
、
来
閥
の
が
ね
て
か
ら
の
魯
で
、
訪
聞
祠
祁
＿
巽
ば
か
ら
れ
い
一
九
八
二
年
匹

一

れ

、

四

役

に

閲

し

た

。

も
可
渾
な
ト
マ
ホ
ー
ク
を
朽
減
し

芦
四
．
ー
ご
噸
四
で
な
嘉
岩
か
大
き
い
。
寄
五
の
目
的
ば
、
四
靡
雙
な
唸
、
5
号
褐
の
塁
彦
ぢ
み
、
対
ソ
抑
止
望
し
て
の
マ
メ
リ
カ
の
市
阜
レ

、
一
ト
マ
ホ
ー
ク
」
の
日
本
打
ち
込
み
ば
、
こ
れ
主
で
た
び
た
び
栢
滋
さ
れ
た
核
打
ち
込
み
の
疑
収
j
な
ど
、
惚
滋
を

竺

ス

を

示

す

四

，

ぎ

忘

と

み

ら

れ

委

し

か

し

て

い

る

こ

L

l

で
、
坦
罰
は
な
ど
の
申
出
が
な
い
以
上
、
核
持
ち

塁
喜
る
こ
と
こ
空
う
。

9

か
ら
反
充
も
予
忠
さ
れ
る
が
、
政
込
み
ば
な
い
と
考
え
る
ー
！
＇
と
い

―
―
ニ
ー
ン
L

ー
ジ
ー
か
賃
す
一
い
か
合
腎
も
出
て
い
委
こ
え
で
、
絶
好
の
口
旦
あ
る
辰
が
、
堺
闊
行
の
一
致
し
た
見
の
打
合
ぶ
な
い
」
（
開
店
）
府
芯
じ
核
の
存
怠
咀
ら
か
に
し
っ
た
米
雹
艇
の

r
港
に
関
す
醤

召
ば
、
コ
言
え
闘
の
叫
合
、
ゾ
屯
差
閲
皇
が
珀
汀
•
佐
世
咬
巷
茨
揺
さ
れ
る
＿
方
だ
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
と
い
う
な
い
の
が
来
の
歴
息
且
采
か
ら
の
は
で
対
応
す
る
も
の

唸
門
喜
習
嗅
□本
一
繁
な
対
円
海
荻
を
況
塁
す
る
う
一
母
想
じ
て
月
忍
い
う
の
互
一
今
の
き
忌
脅
か
ら
一
ニ
ュ
ー
、
/
t
1
，
／
ー
か
核
，
g
-
安
陳
条
約
伝
づ
い
た
翡
沼
ぷ
一
と
み
ら
れ
る
。

寄
必
の
雙
」
も
同
ぽ
と
み
ら
れ
多

が
、
汲
1
且
よ
ぽ
豆
ぞ
内
に
毀
面

の
対
F
し
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
―
了
1

た
名

戟
し
た
エ
イ
ジ
ス
心
の
疫
入
も
桧

訂
し
て
い
K
二
い
わ
れ
る
J

ゎ
叫
凸
｛
、
中
皿
防
か
立
＇
仇

e
t
画
（
六
十
一
＇
六
十
五
年
ゃ
一
）

で
―
―
も
の
エ
イ
ジ
ス
屯
り
叫
入
を

計
消
し
て
お
り
、
米
い
か
こ
い
点

言
は
這
そ
、
ラ
シ
ス
巴
を
団

伴
さ
せ
忍
逗
伽
性
も
あ
る
。
・

ニ
ュ
ー
シ
4

，
ー
ジ
ー
の
日
な
を

含
め
た
一
グ
ア
の
友
好
国
語
問

屯
吋
；
ふ
の
一
四
4

ー
し
て
符

来
の
印
屯
杞
吋
へ
の
市
伍
で
ば
な

で
八
日
、
「

1
2
.
8平
和
フ
ェ
ス
テ

＿
イ
パ
ル
ー
子
供
た
ち
の
未
来
を
見

平

和

運

動

の

区

つ

め

て

」

と

題

す

る

催

し

が

行

わ

ヒ
れ
た
。
隈
非
核
宣
―
=

0

後
の
本
県
平

ゴ

在
り
方
探
る
港
＂
和
運
動
の
在
り
方
を
探
り
、
こ
れ

ま
で
の
「
集
会
・
デ
モ
型
」
で
な

凶

「

1
2
.
8平
和
フ
ェ
ス
」
蕊

v音
や
塁
、
匝
劇
な
こ
ま
さ

横
紅
市
港
北
区
の
生
活
ク
ラ
プ
ま
な
表
現
手
段
で
平
和
へ
の
思
い

生
協
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
プ
生
活
館
を
伝
え
よ
う
と
い
う
も
の
。
＂
開
戦

• l2籾莉祁四

｝ ；、ぐ:,/-

J T エ
" -
;';'.;, 

名
取
教
統
（
右
端
）

の
話
を
聞
く
主
婦
ら

横
浜
か
横
須
賀
港

「
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載

疇疇賃

必

「12• 8」の意味について考えながら、
1日F空軍の｀｀夜間行軍、、を再現して京郡一
大阪間を歩く市民グループの人たち

=8日午前6時、枚方市内の甲道 1号で

＝髯土馴〉
闘問罰麗譴

ヘ

太
平
洋
戦
争
の
開
始
か
ら
四
十

四
周
年
に
当
た
る
八
日
、
東
京
・

渋
谷
で
「
戦
争
へ
の
道
を
許
さ
な

い
女
た
ち
の
連
絡
会
」
の
メ
ン
パ

ー
が
「
中
曽
根
政
治
に
が
ま
ん
で

き
な
い
女
た
ち
の
デ
モ
」
を
行
い
、

繁
華
街
に
集
ま
っ
た
若
者
ら
に
戦

争
反
対
を
訴
え
た
。
ま
た
日
本
平

和
委
員
会
や
市
民
団
体
な
ど
が
多

彩
な
行
動
を
広
げ
た
。

忍
忘
れ
な
い
た
め
の
日
“
の
活
動
＿
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
教
育
談

を
よ
り
市
民
層
に
没
透
さ
せ
る
の
一
議
。
「
フ
ィ
ル
ム
マ
ラ
ソ
ン
」
コ
ー

が

狙

い

。

ナ

ー

で

は

「

ピ

カ

ド

ン

」

「

お

こ

り

討
論
会
で
は
、
西
田
勝
法
大
教
じ
ぞ
う
」
な
ど
原
爆
の
悲
惨
さ
を

授
や
伊
藤
成
彦
中
大
教
授
、
ヨ
コ
描
い
た
映
画
や
、
「
指
紋
押
な
つ
拒

ス
カ
市
民
グ
ル
ー
プ
の
新
食
裕
史
否
」
関
係
の
映
画
な
ど
も
上
映
さ

さ
ん
ら
が
中
心
と
な
り
、
非
核
郡
れ
た
。

市
宣
尋
辿
動
の
理
論
と
実
践
、
そ

の
実
効
性
に
つ
い
て
検
討
。
こ
の

中
で
伊
膝
教
授
は
「
自
治
体
が
宣

言
を
す
れ
ば
い
い
、
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
市
民
と
し
て
目
的
実

現
の
た
め
何
を
し
た
ら
い
い
の
か

考
え
る
こ
と
が
必
要
」
と
訴
え
、

貝
体
的
な
方
法
論
を
揆
索
し
た
。

「
加
宮
者
と
し
て
の
視
点
を
忘
れ

な
い
た
め
に
も
、
＂
終
戦
“
よ
り
も

"rm懇
屯
念
日
＂
の
ほ
う
が
屯
要
」

と
い
う
愁
見
も
出
さ
れ
た
。

ま
た
「
お
も
し
ろ
学
校
の
一
日
」

の
名
者
で
県
内
叫
一
の
男
性
家
庭

科
教
師
の
名
取
弘
文
藤
沢
市
立
村

岡
小
教
諭
が
、
主
船
ら
を
相
手
に

女
性
の
デ
モ
な

ど
多
彩
な
行
動

「
1
2
.
8」
の
東
京

（勺） （い



M

反
核
法
案
を
上
程

来
年
3
月
こ
ろ
採
択

【
人
寺
】
ざ
毘
義
人
占
旦
「
汁
没
対
象
咆
じ
て
各
の
歪
喜
っ
瓦
迅
し
ヤ
い
j
と

皐
一
日
、
巧
忌
庁
が
隣
接
兌
嘉
薔
邁
包
開
と
し
て
門
井
語
り
、
苫
g
池
域
が
立
並
み
を
そ

崎
に
悶
百
面
中
・
こ
い
わ
＿
男
で
い
き
乏
確
認
．
さ
ら
ろ
え
た
い
と
い
う
年

F
を
示
し

れ
る
函
水
艦
用
i
Y
長
波

V
L
Fご
竺
核
兵
料
が
方
が
一
に
も
沢
用
た
．

．

 

発

閾

に

つ

い

て

「

市

民

の

店

一

こ

れ

祝

涵

荏

半

を

配

環

）

蒻

偵

の

名

の

靡

界

蕊
広
ご
と
に
徹
す
る
の
が
農
冬
な
げ
れ
ば
な
足
い
．

S
咤
お
囲
ヰ
十
月
共
翌
苫
小
沢
和
秋

の
責
任
だ
」
、
こ
語
り
、
違
設
に
反
一
布
愕
ぱ
承
知
し
て
い
る
が
、
市
民
一
代
議
士
が
人
手
し
た
賓
で
明
ら
l

対
の
考
え
を
公
式
に
系
叩
し
た
。
を
（
核
の
）
惨
喝
に
蹄
れ
な
い
よ
か
に
な
っ
た
も
り
で
、
予
＇
疋
坦
ヰ

同
市
長
は
ま
た
、
こ
の
恵
回
を
既
う
に
努
力
す
る
こ
と
が
、
市
長
と
え
び
の
市
の
ぼ
有
汰
杓
一
可

E

に
防
衡
庁
に
斤
穿
て
い
る
こ
と
も
し
て
の
立
潟
だ
」
と
語
リ
、
窪
設
で
、
人
呂
市
r函
り
台
っ
て
い
る
．

明

ら

か

に

し

た

．

反

対

の

想

安

キ

哨

確

に

し

た

．

高

さ

―

石
I

ー
言
臼
討
0
鉄
巧
’
へ
基

こ
れ
は
同
日
開
い
た
市
滋
会
ぷ
同
巧
長
は
さ
ら
に
「
革
毯
地
を
建
設
、
宗
谷
海
吠
力
ら
東
シ
ナ

会
議
で
共
産
党
凄
口
の
笠
問
に
一
元
の
え
び
の
市
を
は
じ
め
、
宮
崎
海
に
及
ぶ
痣
域
函

K
艦
に
返
勺

答
え
た
も
の
．
同
市
長
ば
責
渇
一
聘
品
渭
メ
の
打
町
村
と
も
浬
m
で
さ
叉
癒
慇
盆
畑
各
合
閤
．

心
杜

t
[
'
四

¢
屯
〗

次
＂

M
（
山
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

飢
当
）
は
四

u
「
（
反
核
払
盆

立
の
習
）
米
旧
は
ロ
・
ニ
ュ
ー

【
シ
ド
ニ
ー
十
日
八
＂
】
ニ
ュ
凋
に
入
り
、

mけ
れ
ば
来
塁
J
J
悶
た
は
爪

"nの
入

ば

）

あ

乱

に

低

触

す

る

こ

と

に

不

ジ

ー

ラ

ン

ド

・

岱

墓

“

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

の

ロ

ン

ギ

刃

仰

泣

g

g

"

広

み

。

も

焙

な

い

」

も

て

い

る

。

一

磨

忍

I

J

l

¥

g

‘

払

案

条

約

(
A
N
z
u
s
)
月
の
＂

政
櫂
は
十
日
、
核
椛
辿
核
訊
収
法
来
は
「
非
核
政
印
が
ぼ
狙
さ
米
国
は
い
く
か
さ
こ
の
広
峯
上
在
に
よ
り
田
旧
閲
訊
は
さ
ら
に
検
討
を
出
ら
れ
よ
う
」
と
述
ぺ
、

．
客
の
入
匹
を
れ
止
す
る
反
核
法
案
れ
な
い
こ
と
を
政
府
が
国
民
に
保
が
「
筏
印
誠
の
打
飢
は
一
切
叩
ら
憑
化
し
そ
う
だ
。

A
N
z
u
s条
約
閲
菜
の
可
厖
住

を
議
会
に
加
出
し
た
。

nち
に
布
証
で
き
な
い
訳
り
、
い
か
な
る

U
か
に
し
な
い
」
と
い
う
E
I
V
j
躙
由
ウ
ル
フ
ォ
ウ
ィ
ッ
ツ
米
国
辺
を
ほ
の
り
か
し
て
い
る
。

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

12.12．伍｝ぷ）

建
設
反
対
を
公
式
表
明

~
ー

び
の
市
の
潜
水
艦
用
電
波
送
信
所

人吉市長

、
／
＼

「
日
本
か
一
覧
わ
り
を
」

横
江
市
瀬
谷
、
旭
町
区
に
ま
た

が
る
米
海
軍
上
瀬
谷
通
信
施
設
で

計
画
さ
れ
て
い
る
「
艦
味
作
戦
統

制
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
米
側

は
日
本
の
思
い
や
り
予
算
で
建
設

し
て
ほ
し
い
と
の
意
向
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
六
日
ま
で
に
明
ら
か

に
な
っ
た
。
共
産
党
県
委
員
会
が

外
務
省
の
岡
本
行
夫
安
保
課
長
に

た
だ
し
て
分
か
っ
た
も
の
で
、
既

に
非
公
式
な
打
諺
が
あ
っ
た
と
い

う
。
同
委
員
会
は
「
思
い
や
り
予

算
が
軍
事
施
設
に
使
わ
れ
る
の
は

許
せ
な
い
」
と
反
発
を
強
め
、
同

日
、
長
洲
知
事
に
改
め
て
「
県
土

の
基
池
再
編
・
強
化
計
回
の
全
面

撤
回
」
な
ど
を
申
し
入
れ
た
。

「
艦
隊
作
戟
統
制
セ
ン
タ
ー
」

計
画
は
同
委
員
会
が
入
手
し
て
米

国
の
八
六
会
計
年
度
（
八
五
年
＋

月
i
八
六
年
几
月
）
の
5
甲
建
設

計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の

で
、
核
戦
争
に
差
呵
え
碍
る
施
設

に
改
修
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
綬
、
米
議
会
が
予
算

を
承
認
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
八
六
会
計
年
度
で
の

着
工
は
あ
り
帽
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。

一
同
委
員
会
が
こ
の
問
頗
に
つ
い

＿
て
五
日
、
外
務
省
に
た
だ
し
た
と公~

．
 

自衛蘇tC}iの洩化^ 走｝（讐邸J.L「:)

上瀬谷の建設

的l2-1
ネ瞭川

外
務
省

米
軍
の
意
向
明
か
す

●こュ—ジ—う｀ード屈諄 〖
〖
〖
[
量
]
胃

う
か
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
と
平
⑦
キ
ャ
ン
プ
座
閻
・
衛
生
通
信

い
う
。
既
に
来
年
度
の
思
い
や
り
ー
一
地
上
端
局
末
局
改
良
⑧
鶴
見
貯
油

予
算
は
配
分
枠
が
満
杯
に
な
っ
て
9

施
設
・
燃
料
桟
顧
⑨
相
釈
原
住
宅

お
り
、
六
十
二
年
照
以
降
、
優
匹
池
区
百
五
十
五
戸
改
装
⑩
序
木
碁

度
を
勘
案
し
な
が
ら
、
日
米
台
同
一
地
住
宅
一
戸
修
網
⑪
横
須
賀
公
共

委
施
設
分
科
会
で
決
定
し
て
い
く
；
作
業
所
セ
ン
タ
ー
・
住
宅
三
十
八

こ
と
に
な
を
し
て
い
る
。
ま
べ
亡
＂
作
紹
゜

思
い
や
り
予
算
で
軍
事
施
設
を
建

こ
ろ
、
同
省
の
岡
本
安
保
課
長
は
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
「
沖
縄

「
議
会
で
予
算
が
承
認
さ
れ
な
か
・
嘉
手
納
墨
地
で
シ
ェ
ル
タ
ー
を

っ
た
の
は
、
日
本
の
＂
思
い
や
り
建
設
し
た
こ
と
が
あ
る
。
軍
事
施

且
闘
れ
同
園
国
〗

設
し
て
ほ
し
い
と
非
公
式
な
打
診

を
受
け
て
い
る
」
と
答
え
、
さ
ら
設
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
は

に
「
こ
の
計
国
は
欠
か
せ
な
い
も
な
っ
て
い
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

の
で
あ
り
、
そ
の
召
碗
に
期
待
し

て
い
る
」
と
平
べ
た
、
と
い
う
。
な
お
同
委
嗣
会
は
六
日
、
入
手

本
年
度
の
思
い
や
り
予
算
は
六
し
た
印
平
計
画
資
料
に
よ
る
と
、

百
十
一
二
億
巴

S
来
年
度
は
約
八
県
内
で
は
上
瀬
谷
通
信
施
設
の
ほ

百
億
円
を
概
算
要
求
し
て
い
る
か
十
一
カ
所
で
施
設
・
機
能
の
強
．

が
、
こ
れ
ま
で
は
厚
生
施
設
、
缶
化
・
増
頼
が
予
定
さ
れ
て
い
る
、
・

＿
宅
な
ど
、
い
わ
屏

m事
施
設
に
と
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
た
。
f

＊
限
ら
れ
て
い
た
と
し
て
同
委
員
そ
れ
に
よ
る
と
｀
そ
の
十
一
カ

.
"
.
,
.
t
・
'
,
.
,
9

H
衛
隊
送
信
所
阻
止
へ

宮
崎
で
県
民
共
闘

【
宮
己
防
衛
庁
が
、
宮
醗
県
酪
庄
池
と
な
り
、
日
米
共
同
使
用
一

ー
＂
ら
の
夏
熊
本
隈
人
嘉
の
竺
基
地
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
＞
ト
―

饂
有
林
に
建
設
し
う
と
し
て
基
地
畠
に
反
対
し
、
国
打
林
の

羞

長

波

(
”
:
K
r
)
普
屯
軍
事
利
旧
に
も
反
対
す
る
」
と
の
一

洒
水

U
癌
基
地
、
一
の
問
翌
で
甚
本
姿
勢
で
、
直
庁
、
宮
崎
―

占
日
、
宮
崎
市
内
で
「
超
最
波
一
県
、
各
＞
の
市
な
ど
行
政
に
申
し
一

習
基
鷹
霞
反
対
宮
崎
県
共
闘
入
れ
を

1
念
熊
本
、
鹿
児
島
の

会
議
」
が
結
成
き
れ
た
。
隣
接
県
品
、
地
区
労
と
連
携
ず
一

嬰
温
ぱ
社
会
党
宮
崎
県
本
i
る
ゅ
条
り

r四
｀
十
五
の
両
一

部
、
西
点
晨
這
界
、
憲
法
を
守
日
、
軍
事
註
度
の
藤
井
治
夫
氏
i

る
え
び
い
市
民
会
議
な
ど
九
団
体
一
を
招
い
て
、
合
篇
で
邁
誠
全
i

で
綱
成
、
嚢
こ
松
浦
利
尚
党
県
な
ど
篇
＇
、
こ
・
そ
が
決
竺

奮

口

良

を

雰

ん

だ

。

一

た

。

今
後
盆
遷
勤
と
し
て
は
「
核
戦
一

l 22咽姶碕醗

、’
J

`

 

_
「

N
Z
、
事
実
上

r
ア
ン
ザ
ス
脱
退
」

lzlA

米
国
務
長
官
が
見
解
表
明

ヲ
リ
ュ
，
産
―
日
＂
△
”
g
．
ニ
ュ
ー
ジ
ー
名
•
米

p

,

i

ー

責
マ
3

ュ
i
i
!

＂

＂

り

i

t

-

召

米

一

「

ニ

ュ

ー

ジ

i

'

ー

匂

書

”9-芍ォ
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ス

ト

’

^

i

ぃ
云
っ
た
．
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1
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T
ら
1
1
7
日
に
弁
け
て
、

L
マ

ホ

ー

グ

「

）

ゞ

る

「

I
た
―
牛
屯
祉
也
討
」

n

-

l

o

l

＿
嘉
奏
裕
フ
ィ
ー
ど
の
オ
ロ
ン

ノ
昏
笙

村

未

＄

烈

叫

た

。

全

国

星

息

｀

立

悶

＂

手

ス

悶

」

r

l

人
と
｀
吉
田
喜
今
T
i
人
（
京
純

亜

払

が

参

加

D食
誌
の
内
容
を
桶
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漏角往‘言も
♦盆月 1 日付発行疇話旦＇（ l たのがが号（粕協負体制として［お拉号／）に
してこれです。正目'(lIう令国共通的特洗皐偽のはせる菱ゆたおも午しと。
i2月8B、加のり甜拝 IIlの生活戸 7ヽ、生tit,の主1棺す3「斥恥反の差 1口に参

noしさした。 「非核兵器嗅翌言」イ恒）にtきに打を注いだ主峠Eちが‘‘r県
宣言給」の臭体的逹動f乍）と森';rこめに企幽した今彩r；内容の差nずし「：：。
企画のひとうて注心「ティー今イン」の子ーマも］F稔の要度化＂とし I)↑てと`一

冥‘`した。 I卜］に］｝リ z‘ すが、「：：広`昏 T昇｝民恙の入む噌言の空哉化をも

たらそうししてい｝今、自冶砕叶詞廿知阜） （こ［入港拒瓦（二詮社切りもう

tめ(:.1恥逮` 出来ふの抒？ 今答久がある如tで＇［｝恥 I。し弁し、その峯に

襄令l1マlふ汁、知危と奇℃合う共ltla,子ーブ` ルが孟泉つつあり｝］。今年1年、
正企協む` 可。 (Eまざ）
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